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[目的]

我々は粥状硬化病変の発生進展には内膜細胞の増生が関与し、粥状

硬化病変が良性腫療に類似した治療可能な進行性病変であることを

示唆してきた。本実験では、細胞増殖抑制作用を持つミモシンを日本

ウズラに投与し、動脈硬化病変の抑制が認められるかどうかを検討し

た。

[方法]

日本ウズラを omg、 5mg、 10 mgミモシン/日の針 3群(n= 6 )に

分け、高コレステロール食(5 %コーンオイル +4%コレステロール)

で 14週間飼育した。飼育 4週、 8週、 14週目に採血を行い、血清

中の脂質レベルを測定した。屠殺後は血清、肝臓及び大動脈を採取し、

血清と肝臓の脂質レベル並びに大動脈の動脈硬化指数を測定した。

再現性を確認するために、日本ウズラを omg 、 3mg、 5mg、 7mgミ

モシン/日の計 4群(n= 8 )に分け同様に実験を行った。

[結果]

血清及び肝臓のコレステロールレベルとリン脂質レベルにはミモ

シン投与の影響は認められなかった。文、血清 GOT及び GPTレベルに

も群問で有意な差は認められなかった。

ミモシン投与群の動脈硬化指数は有意に減少し、ミモシン投与によ

る動脈硬化抑制が認められた。
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